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1．はじめに

　近年，本邦の大学教育において，ラーニン
グ・コモンズの整備が進んでいる。ラーニン
グ・コモンズを整備している大学は2011年
では全国257大学であったが，2015年では全
国482大学であり，その数は約1.88倍となっ
た（文部科学省，2017）。ラーニング・コモ
ンズとは，「ネット世代の学習支援を行う図
書館施設もしくはサービス機能」と定義され
ており（小山，2012），従来の図書館で行わ
れていたリファレンスサービスよりも広範な
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支援が整備され，必ずしも図書館を中心とし
ない学習環境の提供を特徴とする（Turner, 
Welch, & Reynolds, 2013）。
　ラーニング・コモンズの役割は学習スペー
スの提供に留まらず，利用者の学習活動を支
援するサービスの提供という点も指摘され
ている。学習支援サービスの例として，コ
ンピュータの利用に関する支援やライティ
ング支援などがあげられている（Daniels & 
Barratt, 2008; Massis, 2010）。このような施
設等のハードウェアだけでなく，提供される
サービスもラーニング・コモンズの重要な構
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成要素であることが指摘されている（米澤，
2008）。
　そこで本稿では，北星学園大学ラーニング・
コモンズにおける運営方針を概観し，提供さ
れる学習支援サービスの成果と今後の課題に
ついて議論する。

2． 北星学園大学ラーニング・コモン
ズの施設概要

　まず，北星学園大学に整備されているラー
ニング・コモンズの施設概要について述べる。
　北星学園大学においては，2015年10月1
日より，大学図書館とは別棟にラーニング・
コモンズが開設された。
　講義用の教室を備えた建物や大学図書館
とは独立した2階建ての建物の，2階部分が
ラーニング・コモンズとして運営されてお
り，ラーニング・コモンズの面積は682.5 m2

であった。ラーニング・コモンズ内には以下
の計6エリアが設定された。各エリアの名称
は（1）Presentation and Seminar Area，（2）
Tutorial Support Area，（3）Relaxation 
and Collaboration Area，（4）Creative 
Project Area，（5）Group Session Area，（6）
Print and Copy Areaである（図1）。
　以下に各エリアの特徴を示す。

（1）Presentation and Seminar Area

　ラーニング・コモンズ内ではこのエリアの
みガラスによって仕切られた空間になってい
る。プロジェクターが設置されており，プレ
ゼンテーションの練習や，後述する学習セミ
ナーなどに用いられることが多い。プロジェ
クターを投影するスクリーンは電子黒板・ホ
ワイトボードを兼ねており，それらを使った
アクティブラーニングにも用いることができ
る。また，本エリア内の椅子は可動式のもの
が採用されており，色ごとのグループ分けが
できるように配慮されている（図2）。この
エリアは1か月前から予約が可能である。

（2）Tutorial Support Area
　本エリアは衝立により仕切られており，他
者からの視線を遮った状態での学習に活用で
きる（図3）。仕切られたスペースは3つ作ら

図 2　Presentation�and�Seminar�Area

図 1 　北星学園大学ラーニング・コモンズ内エリア
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れており，各部屋に机，椅子（6脚）が備え
付けられている。3つのスペースの内，2つ
のスペースにはホワイトボードを，1つのス
ペースはホワイトボードを兼ねる電子黒板を
設置している。このエリアも1か月前から予
約が可能である。

図 3　Tutorial�Support�Area

（3）Relaxation and Collaboration Area
　本エリアは3人掛けのソファを対面式に設
置している。8席が用意されており，図1上
部と図1右下部に分かれて配置されている。
図1上部側の4席では大型ディスプレイが各
席に用意されており，パソコン画面の共有や
Blue-ray Discの再生に利用できる（図4）。
また，図1右下部の4席ではホワイトボード
が利用できる。

図 4　Relaxation�and�Collaboration�Area

（4）Group Session Area
　本エリアはラーニング・コモンズの中央に
位置するエリアである。学習スタイルに合わ
せて自由に動かせる可動式の机，椅子を使う
ことができる（図5）。机は12台，椅子は40
脚が用意されている。

図 5　Group�Session�Area

（5）Creative Project Area
　本エリアでは他エリアよりも大きい机を6
台設置している。ここではポスターの作製な
ど大きなスペースを要する創作活動や，議論
に参加する人数が多い時に利用されることを
想定している（図6）。

図 6　Creative�Project�Area

（6）Print and Copy Area
　本エリアではカラー印刷に対応したプリン
タを2台設置している。これらのプリンタに
はラーニング・コモンズ内ならどのエリアか
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らでもアクセスすることができ，A4・A3の
用紙への印刷ができる。また，有料のコピー
機も設置してあり，印刷物を複製する際には
このコピー機を使うことができる 1。
　北星学園大学のラーニング・コモンズでは，
以上の6エリアが設置されている

3．運営の方針

　北星学園大学ラーニング・コモンズは，学
生のための学びの空間として整備された。広
く学科を問わず自主的な学習の場として機能
することを目指している。そのため，学習に
関係のない活動での利用はできない。たとえ
ば，サークルや部活動での利用や，雑談・食
事のための利用は禁止されている。また，利
用者は北星学園大学の学生に限っており，学
外者の利用は原則禁止されている。教員につ
いても利用に制限があり，教員のみもしくは
教員主体の利用はできない。教員の利用は学
生が自主学習の際に教員をラーニング・コモ
ンズに呼び，指導や支援を受けるという目的
と後述する学習支援プログラムに関する場合
に限られる。加えて，講義やゼミを行う場と
してラーニング・コモンズを利用することは
できない。これらの制限は学生が主体的に学
習する場として，ラーニング・コモンズが機
能するために設けられた。以上のように，ラー
ニング・コモンズでは常に学生の自主的な学
習が優先され，そのため学生以外の利用を原
則禁止としている。
　ラーニング・コモンズの開館時間は（表1）

に示す通りである。平日は9時から21時を開
館時間としており，休日は10時から17時と
短時間になる。また授業期間外の日曜・祝日
は休館日である。その他，一斉休業期間や入
試日なども休館日になる。
　いずれのエリアでも利用学生の会話が可能
であり，軽食と飲み物を取ることが許可され
ている。これは，長時間にわたり学習できる
環境を維持するために飲食が必要となること
から認められている。
　ラーニング・コモンズの運営に携わるス
タッフは2015年度から2017年度においては
専任事務職員1名，非常勤助手2名，臨時職
員2名の計5名であった。2018年度からは非
常勤助手が1名になり，専任教員（助教）が
1名加わった（表2）2。

表2　�北星学園大学ラーニング・コモンズの運
営スタッフ（2018年度）

身分 人数 役割

専任
事務職員 1名

関係各所の調整
予算管理
北星ピア・サポーターのマネジメント
各種事務手続き

助教
（教員） 1名

学習サポートセンターの取り組みに関する研究
学習支援計画の策定
学習セミナーの企画，実施
個別学習支援に関する関係各所の調整
北星ピア・サポーター研修の企画，実施

非常勤助手
（事務職員） 1名

学習支援計画の策定
学習セミナーの企画，実施
個別学習支援に関する関係各所の調整
北星ピア・サポーター研修の企画，実施

臨時職員
（事務職員） 2名

各種受付
ラーニングコモンズ運営補助（掲示物作成，デー
タ集計など）
ラーニングコモンズにおける各取組の広報

　ラーニング・コモンズでは設備・備品を学
生が利用できる。それぞれのエリアで利用で
きる備品として，ノートパソコン，タブレッ
ト端末，ヘッドホン，プロジェクター，移動
式ホワイトボード，はさみ・のり等文具セッ
トなどの貸し出しが行われている。また，大
型モニター，備え付けホワイトボード，印刷
専用パソコン，カラープリンタ，無線LAN，
電子黒板が備えてあり，学生は随時それらの
設備を使うことができる。

表1　�北星学園大学ラーニング・コモンズの開
館時間および閉館時間

開館時間 閉館時間
授業期間内
　平日（月〜金曜日） 9：00 21：00
　土曜日 10：00 17：00
　日曜日・祝日 10：00 17：00
授業期間外
　平日（月〜金曜日） 9：00 21：00
　土曜日 10：00 17：00
　日曜日・祝日 閉館
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4．学習支援プログラムの提供

　ラーニング・コモンズでは，学習支援を目
的としたサービスの提供が行われることが多
い（Turner, et al., 2013）。北星学園大学ラー
ニング・コモンズにおいても，学生のニーズ
に即した学習支援プログラムを提供してい
る。学習支援プログラムは大きく以下の3点
に分けられる。（1）個別学習支援，（2）学
習セミナー，（3）個別学習相談である。以
下に各学習支援プログラムの特徴を示す。

（1）個別学習支援
　個別学習支援は，学生の自主的な学びを支
援することを目的として実施されている支援
である。講義で分からなかったこと，学習す
る上で困っていることに対して，教員から個
別の支援を受けられる。個別学習支援は統計
アワー，日本語ライティング，ランチタイム
数楽，プレゼン・トレーニングの4種が用意
されている（表3）。プレゼン・トレーニン
グを除き，各支援は授業期間中に実施されて
おり，週に2〜5回支援時間が設けられてい
る。プレゼン・トレーニングについては，利
用希望の申請があった際に，利用者の希望時
間に合わせて実施される。

（2）学習セミナー
　大学生活やその後の社会生活で役立つスキ
ルを紹介し，それを体験できるセミナーを助
教・助手が実施している。所属学科，学年，
履修科目等の違いによらず活用できる汎用的
な学習スキルについて学ぶことを目的として
いる。学習セミナーで扱ったテーマは2018
年度までに12種類にのぼり，学生の要望や
スタッフ内の会議等により毎年検討し，実施
している（表4）。

（3）個別学習相談
　個別学習相談ではラーニング・コモンズに
9：00〜19：00に常駐する助教・助手に学習
上の問題や悩みについて相談する機会を提供
している。学習相談は学生が主体的に学習を
進めるための支援として位置づけられてお
り，課題の解答や解法などを直接教えること
はしていない。また，講義等の内容に踏み込
む支援や専門的な内容については原則として
直接支援せず，これらの内容については専任
教員から指導を得られるように助言をする。
主な相談の内容として，学習方法の相談，パ
ソコンの操作，メールを送る上での相談（メー
ル文の添削等）などがある。

表3　�個別学習支援の一覧
名称 担当 目的 内容

統計アワー 教員 統計能力の向上 統計手法の解説・分析手法の選択・結果の見方等の解説
日本語ライティング 教員 自立した書き手の育成 文章の作成前の文献探しや作成中・完成後の推敲などの支援

ランチタイム数楽 教員・
学生サポーター 数学を基礎から楽しく学び直す 参加者の能力・学習進度に合わせた数学の問題への取り組み，

教員からの解説・助言
プレゼン・
トレーニング 助教・助手 プレゼンテーション・発表力の向上 発話姿勢，発表内容の分かりやすさ，資料の構成などの指摘・

助言

表4　�学習セミナー一覧
セミナー名 実施年度 概要

Officeの基本 2015 Word，Excelなどの使い方
アイスブレイク 2015-2016 アイスブレイクの紹介と体験
イメージ・マップ 2015-2018 考えやアイデアの整理方法などを体験する
ノート・テイキング 2015-2018 ノート・メモを取る上でのコツを学ぶ
プレゼン構成力 2015-2018 効果的なプレゼンの作り方を学ぶ
ネットコミュニケーションスキル 2016 メール・インターネットのマナー等
考える力 2016-2018 論理的に考えるための手順を学ぶ
伝える力 2016-2018 意見や考えなどを分かりやすく伝えるためのスキルを学ぶ
疑う力・見なおす力 2016-2018 批判的な思考力とは何かを体験する
メールの基本 2017-2018 メールの基本的なマナーなどを学ぶ
卒論・ゼミ論準備セミナー〈心構え編〉 2018 卒論を書き始める上での心構えを知る
データを読む・扱う力（統計セミナー） 2018 統計の基礎を学び，統計リテラシーを身につける
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5．学習支援プログラム利用状況の推移

　北星学園大学ラーニング・コモンズで提供
される学習支援プログラム利用状況の推移を
以下に示した。

（1）個別学習支援の利用状況
　個別学習支援の利用者数の推移を図7に示
した。
　個別学習支援の利用者数は2017年度まで
減少傾向にあったが，2018年度にまた増加
している。これはランチタイム数楽，プレゼ
ン・トレーニングの利用者が増えたためであ
る。個別学習支援は同じ学生が継続して利用
することが多い。特に数学力の向上や，プレ
ゼンの質向上は繰り返し学習していくことで
学習の成果が表れやすくなる。2018年度に
はランチタイム数楽とプレゼン・トレーニン
グが繰り返し利用されることで，ラーニング・
コモンズにおける学習活動の充実を支えたこ
とが分かる。

（2）学習セミナーの利用状況
　学習セミナーの利用者数の推移を図8に示
した。学習セミナーの利用者は2016年度の
み突出して多いが，2016年度を除くと微増
している傾向にある。

（3）学習相談の利用状況
　学習相談の利用者数の推移を図9に示し

た。学習相談の利用者数は，増加傾向にある
ことが分かる。また，学習相談における相談
時間について，各年度の特徴を表5にまとめ
た。年度を追うごとに，相談時間が長くなっ
ている傾向にあり，2017年度および2018年
度においては1度の支援時間が3時間を超え
ることもあった。

図 7　個別学習支援の利用者推移

図 9　学習相談の利用者推移

図 8　学習セミナーの利用者推移
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6．今後の課題

　北星学園大学ラーニング・コモンズは
2015年10月1日に開設し，2018年度で3年
以上運営されている。利用者の増加に伴い，
学習支援プログラムに求められる支援範囲が
多様化している。このような現状から，学習
支援プログラムの提供において以下の3点の
課題が浮き彫りになってきた。

（1）人的資源の活用
　ラーニング・コモンズで提供されている
個別学習支援は，非常勤の教員を除き専任
教員の自主的な協力によって成立している。
2018年度までは教員の協力によって，個別
学習支援を提供できていたが，協力教員の都
合等により学習支援プログラムとして維持す
ることが困難になる可能性がある。
　学習支援プログラムのうち，学習セミナー
はこれまで助教・助手が提供してきた。学習
セミナーは学科を問わない汎用的な学習スキ
ルを体験する時間を提供してきた。これに加
えて，助教・助手という資源を活用し，これ
らの職に就くスタッフの専門に関する支援を
提供することはできる。しかし，専門的支援
を助教・助手が行う場合，これらのスタッフ
の専門に近い特定の学科に支援の偏りが生じ
る恐れがある。前述のように，北星学園大学
ラーニング・コモンズでは，学科を問わず自
主的な学習の場となることを目指しているた
め，特定の学科のみ支援が手厚くなるという
状況への変更については議論を要する。

（2）正課との境界
　北星学園大学ラーニング・コモンズでは，

正課との連携にも課題を抱えている。ラーニ
ング・コモンズで受けられる支援は，いずれ
も学生が自主的に利用することを前提に提供
されている。しかし，ラーニング・コモンズ
の支援を用いることによって，個々の教員が
指導すべき学習をラーニング・コモンズに頼
るという状況も生まれかねない。個別学習支
援の方針について教員の理解を得て，学生の
自主的な学習を促す取り組みが必要とされ
る。
　繰り返しになるが学習セミナーは，学科の
専門に捉われない汎用的な学習スキルの習得
を目指すものである。したがって，いずれの
専門を学ぶ学生にとっても，学習スキルの習
得はその後の学習活動を有意義にするものと
言える。学習セミナーで扱うテーマの習得を
促すには正課の中で，これらのスキルを位置
付けることが期待される。特に初年次教育や
学習活動のステップアップには，この学習セ
ミナーで扱うテーマに触れることで，その後
の学習が促されるであろう。
　ラーニング・コモンズの学習セミナーで扱
うテーマの取捨選択は柔軟に行われている。
そのため，最新の手法や学生・教員の要望に
迅速に議論し，対応できる。しかし，そのた
めに扱うテーマは正課の学習と必ずしも一致
しない。学習セミナーを多様に展開し，学習
の機会を提供することは学生の学習活動を発
展させることに寄与すると考えられるが，一
方で正課の予習・復習の時間を削ることにも
なり得る。単位の実質化において，特に講義
時間外の学習時間の重要性については繰り返
し指摘されてきた（野田・渋井，2016）。正
課の学習時間を十分に確保できていないこと
が指摘されている現在，正課外学習である学
習セミナーに参加することによって，さらに
正課における学習時間の減少を促すことのな
いようにしなければならない。

（3）合理的な配慮
　特に個別学習相談においては，それぞれの

表5　�年度別平均相談時間� （単位：分）

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 総計
平均値 27.55 17.84 23.91 31.43 24.85
標準偏差 26.39 23.61 32.75 36.12 31.49
最小値 3.00 1.00 1.00 1.00 1.00
第1四分位 10.00 5.00 5.00 5.00 5.00
中央値 15.00 10.00 10.00 15.00 10.00
第2四分位 41.25 22.50 30.00 45.00 30.00
最大値 90.00 150.00 200.00 200.00 200.00
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課題を抱えた学生の相談が生じる。学生の抱
えている課題は多岐に渡り，ラーニング・コ
モンズでは，自主学習の範囲内で支援をして
いる。学生の課題によっては，支援が長時間・
長期間に渡ることもある。その結果，他の学
生への支援時間を確保することが困難になっ
たり，助教・助手の他の業務に差し障ったり
する状況が生じる。
　また，ラーニング・コモンズで支援できる
範囲は授業外の自主的な学習に限られてお
り，学習相談で支援できる内容と，学生の学
習活動全般に必要となる支援に乖離があるこ
とも少なくない。学習上の困難について教員
に相談できなかった学生や，学生からの相談
を受けた教員を介してラーニング・コモンズ
の学習相談を利用するケースもあり，いかに
全学的に学習活動を支援するための体制を整
えるかが大きな課題である。

7．まとめ

　本稿では，北星学園大学ラーニング・コモ
ンズの運営方針について概観し，当該施設で
提供されている学習支援プログラムの現状と
課題について述べた。
　北星学園大学ラーニング・コモンズは学生
の自主的な学習活動を支援するための施設と
して運営されている。学習活動を支援するた
めに，複数の学習支援プログラムが提供され
ている。それぞれの学習支援プログラムの利
用者は増加傾向にある。利用する学生の状況
を踏まえて，学習支援プログラムを提供し，
かつ維持していく必要がある。
　今後の課題として，人的資源，正課との境
界，合理的な配慮の3点について議論する必
要性を述べた。これらの課題について検討し
ていく上では，ラーニング・コモンズ内での
議論に留まらない全学的な連携を必要とす
る。現在の個別学習支援の維持にあたっては，
教員の自主的な協力に頼るところが大きい。

現状の学習支援プログラムを維持していくた
めには，教員が継続して協力できる体制を整
える必要がある。また，それぞれの課題を抱
えている学生の支援にあたっては，ラーニン
グ・コモンズだけで完結するものではなく，
正課を担う教員や医務室，学生相談室など関
連する部署との連携が不可欠である。ラーニ
ング・コモンズにおける学習支援プログラム
を維持または発展させていくためには，学内
の様々な教職員が連携し資源を提供し合って
いく必要がある。
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1	 プリンタの利用は1部までと制限されているた
め，複製はコピー機で行う必要がある。

2 専任事務職員以外は，任期付きのスタッフで
ある。




